
令和6年5月1日

釜石市総務企画部総合政策課ＤＸ推進室

№ 該当箇所 質　　問 回　　答

1

資料等：事業者募集要項

ページ：2

項　目：4(6)

導入実績について、提案しようとするシ

ステムの釜石市以外の地方公共団体への

導入実績が 3 件以上で、かつ、岩手県内

の釜石市以外の地方公共団体で導入実績

が 1 件以上有していることと認識してよ

ろしいか。

認識のとおり
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資料等：事業者募集要項

ページ：2

項　目：4(6)

導入実績について、統合型GISの実績は

オンプレミス/LGWAN-ASPの種別は問

わないという認識でよろしいか。

また、現地調査システムは、BYODの形

式ではなく、専用システムの実績であれ

ばよろしいか。

他地方公共団体へのシステムの導入実績の有無

を確認するものであるため、提案するシステム

をベースとして構築している事例であれば、

ネットワークやオプション機能等は提案内容と

異なるものであっても構わない。現地調査シス

テムは、システム導入実績があれば、BYODや専

用タブレット等いずれの形式であっても構わな

い。

3

資料等：事業者募集要項

ページ：3

項　目：7(1)

企画提案書提出部数が 12 部になってい

るが、紙のみという認識でよろしいか。

認識のとおり。データでの提出は不要である。

4

資料等：事業者募集要項

ページ：3

項　目：7(1)①ア

企画提案書の枚数が 15 枚以内となって

いるので、目次を含めて両面で 30 ペー

ジ以内という認識でよろしいか。

認識のとおり。目次を含めて15枚以内（両面印

刷30ページ以内）である。

5

資料等：事業者募集要項

ページ：3

項　目：7(1)①イ(イ)

固定資産管理・道路管理・上下水道と

いった各種業務の管理機能に関する記述

が求められているが、これら既存の個別

GISは統合型GIS導入後も継続して使用し

続ける前提の下で、個別GISと統合型GIS

の連携方法などについて提案書に記載す

るものという認識でよろしいか。

将来的には、導入する統合型GISへ集約し、個別

GISは廃止する方針である。そのため、提案しよ

うとするシステムが、どこまでの機能を有して

いるか記載すること。なお、網羅できない業務

内容がある場合もやむを得ないが、その部分を

明確にすること。

6

資料等：事業者募集要項

ページ：3

項　目：7(1)①イ(ウ)

他地方公共団体への導入事例と導入効果

とは、提案しようとするシステムについ

て、釜石市以外の地方公共団体への導入

事例と導入効果について記載するという

認識でよろしいか。

認識のとおり。なお、導入効果については、住

民の利便性向上、職員の業務効率化又はコスト

の削減等具体的な効果が明示されるのが望まし

い。

GIS導入業務

募集要項等に関する質問回答



7

資料等：事業者募集要項

ページ：3

項　目：7(1)①イ(オ)

「システムの導入経費及び翌年度以降の

運用に係る経費令和６年度にセットアッ

プするデータの更新に係る費用を含める

こと。」については、令和 7 年度以降の

運用経費は、別途に提示するようにする

という認識でよろしいか。

様式第6号 5「システムの導入経費及び翌年度以

降の運用に係る経費」の項目に沿って①令和6年

度に見込まれる額（主に、委託料を想定）、②

令和7年度以降に見込まれる額（主に、システム

賃借料（保守含む）及びデータ更新費用を想

定）を提案書内に明示すること。

なお、令和7年度以降に見込まれる額は、年度ご

との契約を想定し、1年間の見込み金額を記載す

ること。

8

資料等：事業者募集要項

ページ：3

項　目：7(1)②

見積書の経費について、仮にLGWAN-

ASPでシステム導入する場合、正式なシ

ステム稼働は令和７年４月１日からと

し、令和６年度中のシステム稼働に要す

る費用はイニシャルコストの中に含めな

い形でも問題ないか。

当該事業は、国のデジタル田園都市国家構想交

付金を活用しているため、年度内のシステム稼

働が必要である。システム稼働は、令和7年3月

頃を想定しているが、別途イニシャルコストが

かかる場合は、見積に含めて提出すること。

9

資料等：事業者募集要項

ページ：4

項　目：8

プレゼンテーションについて、詳細は別

途通知するとなっているが可能な範囲で

概要を示してほしい。会場に入れる人

数、プレゼン時間、デモンストレーショ

ンの有無等を提示いただけるか。

現状プレゼンテーションで想定している概要は

以下のとおりである。なお、提案事業者数等に

より調整することとし、詳細は別途通知する。

○会場に入れる人数（説明者）：3名以内

○プレゼン時間：説明30分程度、質疑応答15分

○プレゼンの内容：企画提案書の内容・順番等

をベースとし、何について説明しているか分か

りやすくすること。デモンストレーションの有

無等は、持ち時間内で自由に構成することが可

能。

○プレゼンに使用できるデータ：企画提案書の

ほか、別途作成したプレゼン資料、動画、シス

テムデモ画面等が使用可能。

○持ち物：プレゼンに使用するPC等機器及び使

用するデータ（インターネットの通信が必要な

場合は、モバイルルーター等も持参するこ

と。）

※プロジェクター、スクリーン及びHDMIケーブ

ルは当方で準備する。
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資料等：他地方公共団体

へのシステム導入実績書

様式第 3 号他地方公共団体へのシステム

実績書には、仕様書の非機能要件で指定

する各ネットワークでの統合型 GIS、現

地調査システム、公開型システムの実績

を記載する認識でよろしいか。

他地方公共団体へのシステムの導入実績の有無

を確認するものであるため、提案するシステム

をベースとして構築している事例であれば、

ネットワークやオプション機能等は提案内容と

異なるものであっても構わない。

また、実績は、システムごとに事例を3件以上ず

つ（計9件）記載するのではなく、いずれかのシ

ステムの導入実績がある地方公共団体の事例を3

件以上記載すること。この際、統合型 GIS、現地

調査システム、公開型GISの導入事例が少なくと

も1件ずつ含まれるとともに、岩手県内の地方公

共団体の事例が1件以上含まれるように記載する

こと。（岩手県内の事例でそれぞれのシステム

導入実績を網羅している必要はない。）なお、

様式6号企画提案書「3システムの他地方公共団

体への導入事例と導入効果」も同様の考え方で

あるが、当市に提案しようとする内容に近い構

築事例を多数有していることが望ましい。
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資料等：企画提案書

ページ：11

項　目：4

提示の様式は A4 サイズになっている

が、A3サイズ横(A4 サイズ 2 ページ分)

に変更可能か。

文字等が著しく小さくなる場合等はA3サイズと

しても構わない。その場合、「A3両面1枚は、A4

両面2枚」「A3片面1枚は、A4両面1枚」へ換算

し、目次を含めてA4サイズ15枚以内（両面印刷

30ページ以内）に収めること。

なお、A4、A3以外のサイズの使用は認めない。
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資料等：仕様書

ページ：2

項　目：7

現地調査の際に、庁外から統合型GISの

許可された情報にアクセスするためのシ

ステムという記載があるが、必ずしも庁

外から庁内ネットワークに接続する機能

の必要性は求めないという認識でよろし

いか。

認識のとおり
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資料等：仕様書

ページ：3

項　目：9(2)

仕様書 ９ データ整備及び調整要件の(2)

市が保有するデータの移行について

・レイヤ一覧をいただきたい。

・データ提供時期はいつ頃になるか。

・データ形式は、地図はShape、画像は

TIFF、それ以外はCSV等と想定してよい

か。

・主なレイヤー一覧については別添「移行する

主なデータ一覧」のとおり。

・提供時期は、受託者の作業スケジュールを基

本とし、当市が対応できる範囲で早めに準備を

進めることとする。

・データ形式は、基本的には認識のとおり。
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資料等：仕様書

ページ：3

項　目：9(3)

仕様書 ９ データ整備及び調整要件(2)地

番図等のデータ作成について

・国道及び県道それぞれの整備対象延長

は。

・貸与いただける資料とデータ形式はど

のようなものか。データ形式が複数に分

かれる場合は、データ形式ごとの分けを

提示いただきたい。

・国道約85km、県道約75km

・移行するデータの中に、TIFF形式の航空写真

及びShape形式の市内全域の道路台帳図等があ

り、これらを用いて作成いただくことを想定し

ている。なお、当市が保有する航空写真は、主

に住家が存在する地区のみ。この他、必要な

データは別途協議により可能な範囲で提供は可

能であるため提案いただきたい。
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資料等：仕様書

ページ：3

項　目：9(3)

市内全域の家屋データについて、固定資

産管理システムからレイヤを移行するだ

けで、今回の業務でデータ整備する対象

には含まれないという認識でよろしい

か。

現在整備している地番図データは、制度上、庁

内他課で使用できないため、航空写真等から新

たに家屋データを作成しようとするものであ

る。
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資料等：仕様書

ページ：3

項　目：9(5)

仕様書 ９ データ整備及び調整要件の(5)

各データのセットアップ及び調整につい

て、各データのセットアップ回数は年に

何回を想定しているか。

令和6年度の既存データのセットアップは、基本

的には1回のみの作業を想定するが、当市のデー

タ更新時期と、受託者の作業スケジュール等を

勘案し、協議の上、必要に応じて複数回に分け

ることがある。

なお、令和7年度以降のデータの更新に係る頻度

等は別途協議し、決定する。
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資料等：仕様書

ページ：3

項　目：9(5)

「接合等に必要な情報が不足している場

合には、新たに作成すること。」とある

が、接合作業の内容によっては大幅に経

費が発生することも起こり得る。想定さ

れている作業内容があれば、概算の作業

数量と共に提示いただきたい。

現状で明確になっている作業はない。一方で、

システム間の移行の場合、修正の作業が発生す

る可能性があるため、その作業を規定している

ものである。
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資料等：仕様書

ページ：4

項　目：13

仕様書にある 13 普及促進検討会につい

て、どのような内容で、何回程度を想定

しているか。

NPO等まちづくりに関わる市民を10人～20人程

度集めて、R6/12月～2月ころに計2回程度開催す

ることを想定している。
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資料等：仕様書機能一覧

ページ：5

項　目：非機能要件2

OS対応について、下限として示している

iOS8やAndroid5といったバージョンは、

現在各メーカーが既にサポート対象外と

して指定しているものである。各種シス

テムの基本的な対応OSの範囲は、現時点

において各メーカーがサポート対象とし

ているバージョンのみとするという認識

でよろしいか。

普及するスマートフォン等の大部分から利用可

能であることと、指定する各OSから使用可能で

あることは必須要件であるが、ＯＳのバージョ

ンは指定以上のいずれかに対応していればよ

い。なお、新たなＯＳがリリースされた場合で

も、現段階で即時対応を求めるものではない。
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資料等：仕様書機能一覧

ページ：5

項　目：非機能要件3

LGWAN回線のMbpsの値は。 10Mbpsである。
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資料等：仕様書機能一覧

ページ：5

項　目：非機能要件3

統合型 GIS のネットワークが LGWAN で

の運用になっているが、LGWAN の高い

セキュリティの観点から、提案しようと

するシステムは、LGWAN-ASP になると

いう認識でよろしいか。

セキュアな環境の構築を前提とする。構築に当

たっては、クラウド型の場合は、基本的には

LGWAN-ASPを介する場合が多いと思われる

が、オンプレミス型等の場合は、必ずしも

LGWAN-ASPを介さない構築方法も考えられ

る。構築方法は、様式第6号企画提案書「1シス

テムの全体概要」に分かりやすく記載するこ

と。
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資料等：仕様書機能一覧

ページ：5

項　目：非機能要件6

.NET Frameworkのプログラムを別途必

要としないこととあるが、弊社のシステ

ムは.NET Framework4.8を必要とする仕

組みとなっている。.NET Frameworkを

使用してはいけない理由もしくは.NET

Frameworkを適用することについて許可

は可能か。

当該事業は、国のデジタル田園都市国家構想交

付金を活用しているため、デジタル庁の「GIS標

準仕様書」に準拠したシステム構築が必要であ

る。当該仕様書によると、「利用環境において

は、Java、ActiveX、.NET Framework等のプロ

グラムを別途必要としないこと。必要とする場

合は、その理由を明確に示すこと。」とされて

いるが、現状、当市において、.NET Framework

を必要とする明確な理由の説明が困難である。

以上から、.NET Frameworkを必要とするシステ

ムの提案も可とするが、提案する場合は、当市

に.NET Frameworkが必要である明確な理由を、

任意様式にまとめ参加申込の提出書類と併せて

提出すること。

また、当市のネットワークは、総務省の「β´

モデル」を採用し、LG-WANへの接続は、PC内

部のアクセスが制御された領域で行うこととな

るため、動作確認等が必須である。提案の際

は、スケジュール等考慮しておくこと。
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資料等：仕様書機能一覧

ページ：5

項　目：非機能要件8

「データは、週次で差分もしくは増分

バックアップを実施し、最低3世代分を

保有できること。また、月次でフルバッ

クアップを実施し、最低3世代分保有で

きること」とあるが、フルバックアップ

を7世代分でもよいか。

週次で最低3世代分（直近3週間の遡り）、月次

で最低3世代分（直近3カ月の遡り）を保有する

ことができれば、フルバックアップとしても問

題はない。


